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令和３年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 
 

令和２年５月 13 日に公表いたしました令和３年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想と実績と

の差異につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 

１．令和３年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想と実績との差異 

（令和２年４月１日～令和２年９月 30 日）  

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

1,000 

百万円 

74 

百万円 

 81 

百万円 

70 

円 銭 

51．27 

今回実績（Ｂ） 779 △23 △24 △24 △17．86 

増減額（Ｂ）－（Ａ） △221 △97 △105 △94  

増減率（％） △22.1 － － －  

（参考）前年同期実績 931 109 112 71 51．91 
  
２．差異が生じた理由 

売上高につきましては、ヘルスケア装置関連は好調に推移したものの、Ｘ線残留応力測定装置関

連および光応用・特殊機器装置関連は、新型コロナウイルス感染症の影響により、国内外での営業

活動が大幅に制限され停滞したことから、前回公表予想を下回りました。 

損益面につきましては、売上高の減少による影響が大きく、営業利益、経常利益及び親会社株主

に帰属する四半期純利益が、それぞれ前回公表予想を下回りました。 

通期連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大が懸念されるものの、営業

活動制限の緩和や海外渡航規制の一部解除など、国内外の経済活動に再開の動きがみられることか

ら、上期の連結業績、受注残高及び今後の受注環境等を踏まえ、前回公表値を据え置くことといた

しました。 

 

（注）上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、
実際の業績は今後の様々な要因(経済情勢の急激な変化、関連業界の動向等)によって予想数
値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


